
創
出
れ
を
わ
い
ま
す
~
ま
た
、
郎
総

e

業
務
機
秘
的
よ
り
一
日
明
的
治
性

化
を
M

凶
る
た
め
、

k
池
町
H
M
度
判

的
を
従
進
一
す
べ
き
地
域
に
つ
い
て

詐
紛
れ
の
変

P

忠
告
行
い
ま
す

4
エ
磯
機
能
の
保
全
。
育
成

工
業
ぷ
的
k
地
削
判
的
が
許
し
く

民
執
し
て
い
る
地
域
は
、
伶
一
駒
山
市
守

的
泌
，
G
的
解
明
川
を
促
進
し
、

i
業

機
械
の
保
令
、
行
成
合
山
内
る
た
山
町
、

工
業
池
山
相
あ
る
い
は
仁
繋
が
沼
地

域
内
閣
曜
日
広
浪
芸
沿
い
ま
す
、

5
計
額
約
ま
ち
づ
く
り
へ
の
輔
制
緩

山
街
地
山
間
品
泊
予
給
、
地
K
J肉、

総
務
ゆ
'
品
等
身
よ
治
則
し
て
、
品
川
町

周
途
地
域
は
、
市
民
の
み
な
さ
お
け
る
多
純
多
様
な
建
築
物
が
山
山
地
利
問
を
一
促
滋
す
る
た
め
、
指
途
な
ま
ち
づ
く
り
カ
れ
わ
れ
る
二
と

ん
が
す
イ
ホ
]
ム
を
容
が
し
た
り
、
札
ナ
る
め
を
防
々
た
め
、
地
域
在
地
域
的
市
町
市
民
怯
び
に
品
川
火
・
呼
泌
が
係
%
に
な
ウ
た
地
い
に
つ
い
て

滋
伝
的
家
や
的
叫
酬
を
期
改
築
し
よ
住
民
や
訓
間
染
、
ぶ
換
の
別
海
に
沢
大
治
域
的
拡
大
な
ど
を
行
う
こ
と
辻
、
バ
州
に
法
ぺ
い
て
、
越
正
な

う
と
す
る
と
き
、
プ
ラ
ン
と
お
り
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
に
な
り
ま
し
た
。
別
法
地
域
校
び
に
お
い
州
市
に
ふ
叫
ん
鋭

的
経
築
が
で
き
る
か
は
、
そ
の
土
て
、
処
物
を
怨
て
る
場
介
に
、
お
用
法
池
山
明
等
的
出
品
川
に
の
必
殺
は
、
し
ま
す
む

地
が
ど
の
よ
う
な
沼
途
地
域
に
街
ぱ
い
に
守
る
べ
き
紋
依
間
仙
の
ん
!
築
断
的
と
お
り
で
す
。
6
土
地
制
判
沼
転
換
動
向
へ
の
対
応

山
中
記
さ
れ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
決
ま
ん
と
し
て
、
他
築
物
的
潟
途
内
側

P

4

及
ぴ
そ
の
他
の
微
開
制
毅

り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
夜
間
υ

旬
以
娘
、
総
べ
い
車
、
容
伊
平
等
を
ゆ
正
喜
四
国
為
ふ

FLeeg

州
説
的

k
池
山
判
別
的
山
道
が

城
、
市
街
化
護
法
域
的
以
全
線
め
て
い
る
制
伎
で
す
色
ニ
的
縦
波
守
護
問
完
吋

Y
議
抽
出
吋
松
廷
し
た
ト
h

出品初

mb則
的
関

川
引
島
)
と
汲
ん
で
、

k
地

合

利

問

畑

一

時

、

柄

拘

機

感

化

を

妨

害

、

安

全

で

に

、

以

た

り

が

生

じ

て

い

る

地

域

す
る
上
で
の
、
説
本
的
な
ん
!
"
ル
快
迎
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
止
め
作
端
本
万
引
に
誌
づ
い
て
、
は
、
山
山
地
地
域
的
羽
山
叫
山
布
告
λ
v曲
部

を
定
め
る
大
切
な
判
例
皮
で
す

M

め
の
大
切
な
州
側
佼
も
の
で
す
弓
用
法
地
目
崎
一
干
の
は
試
し
を
行
い
ま
し
な
が
h
、
滅
ぶ
な
山
川
出
培
地
域
心

用

途

地

滅

的

問

的

は

、

都

市

に

す

や

変

説

し

ま

す

シ

U

1

居
住
環
境
の
保
念
@
制
制
緩

7
叫
間
災
品
川
の
向
上
{
紡
火
・
準
防

7

1

c

 

みが三交
¥
v
g
z
i
f
:
ヘ
、
ぃ
〆
dFケ
へ
ん
だ

Jzfhje

，
訪
日
泣
か
沿
い
市
町
絞
め
、
室
、
一
恭
氏
地
域
の
拡
大
)

〉
品
開
都
b
v一
瞬
パ
~
駒
閣
開
ド
れ
脳
陣
同
闘
い
し
θ
摘

w
甥
ゆ
単
語
犠
酔
動
顎
蝿
酬
制
帽

(
A
d
襲
安
謹
一
j
y韓
守
護
議
饗
援
樫
錦
織
踏
襲
苦
れ
て
い
る
良
好
な
時
佐
川
山
成
市
街
地
に
お
い
て
、
人
日

置事、二…
1
r
j
q
v
a
i
a
4
4三
〆

も

器

禁

容

吊

る

た

め

、

都

が

集

中

し

て

い

る

さ

}

ろ

芸

築

一
一
間
仲
間
泌
が
間
川
地
域
へ
の
品
世
守
山
院
を
紫
波
の
お
い
地
域
は
、
幼
災
刊
を

滋
住
町
用
途
地
域
は
、

mh刊
削
門
持
済
的
山
妙
等
的
変
動
に
よ
づ
て
、
一
行
い
ま
す
。
ん
げ
川
め
て
ぷ
火
山
γ

い
に
強
い
剛
山
市
づ
く
り

ト
八
年
に
指
定
し
て
以
後
、
微
調

i
地
判
的
川
的
状
況
も
俊
一
化
し
て
き
ま
た
、
良
川
町
な
品
川
泌
総
統
を
保
を
促
進
し
ま
す
こ
の
た
め
、
叫
印
字

滞
在
日
一
行
い
な
が
ら
説
ぷ
に
き
て
い
ま
し
た
匂
ち
、
望
ま
し
い
都
市
村
山
知
倒
的
影
成
増
劫
火
地
域
的
拡
大
を
行
い
ま
す

ま

す

。

こ

め

よ

う

な

状

況

を

踏

ま

え

て

を

は

か

る

た

め

、

人

口

が

滋

成

に

‘
し
、
視
点
ま
で
ト
余
年
内
平
塚
市
の
第
二
次
平
塚
市
総
合
問
集
中
し
て
い
る
住
総
事
潟
地
域
は
、

4
事
吋
司
法
¥
一
何

?
s

級

河

表

号

、

そ

の

際

的

役

会

津

両

に

そ

た

、

ぜ

ま

し

い

上

必

授

に

応

ヒ

て

、

詩

的

尚

三

韻

嘆

譲

瞬

間

く

枕
均
以
皮
(
必
皮
取
似
の
苧
一
近
、

を

定

め

ま

す

綿

途

柏

崎

山

城

公

挺

は

、

都

市

計

則

2
市
民
魚
沼
に
お
け
る
利
便
性
の
法
心
法
づ
い
て
川
県
知
市
刊
が
定
的
ま

向

上

す

が

、

俊

市

出

向

原

案

は

市

じ

が

作

成

U
M
常
生
治
に
必
裂
な
臼

mn山
内
相
し
ま
す

U

鍬
下
町
出
開
捻
総
括
叫
を
促
進
す
べ
き
そ
ニ
で
、
平
塚
市
で
は
、
市
民

民
域
で
、
林
山
町
時
刻
路
に
沿
っ
て
、
の
み
な
さ
ん
に
変
絞
め
必
議
を
お

サ
ー
ビ
ス
地
設
の
よ
地
傾
向
か
持
日
比
せ
し
て
、
ご
窓
口
凡
合
間
く
こ
と

し
い
地
域
は
、
佐
川
附
地
域
ま
た
は
に
な
り
ま
[
た
D

M

判
明
会
的
日
間

近
隣
泌
総
池
山
崎
へ
の
袋
一
裂
を
行
い
と
任
意
縦
誌
の
い
刀
法
は
、
何
点
に

ま

す

ロ

締

結

し

ま

し

た

。

3
荷
数
@
換
務
総
設
の
誕
地
使
途
・
問
問
い
ん
H

わ
せ
干
樹
市
附
州
市
郎

商
業
向
均
衡
あ
る
発
援
を
刷
出
滋
計
溺
相
時
計
ぬ
係
(
内
線
開
一
日
八
-

す
る
た
め
、
商
業
地
域
的
渡
辺
な
館
一
一
九
)

い

手
塚
市
は
、
開
閉
和
判
例
ト
八
年
に
出
制
定
し
た
滋
途
絶
叫
判
を
H

凡
試
し
し
よ

う

と

、

相

切

点

、

作

業

を

進

め

て

い

ま

す

。

そ

こ

で

、

見

流

し

の

ぷ

案

の

内
容
や
開
地
洛
地
域
判
制
度
の
概
婆
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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工謹地盟、工務I"I融専用地描です。

71 



と

都
市
に
は
人
口
や
稼
業
が
抑
制
中
い
よ
う
、
あ
る
符
広
ま
と
ま
っ
た
す
る
た
め
、
感
物
を
怨
て
る
場
合

し
、
害
車
京
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
地
域
ご
と
に
、
潟
途
地
域
的
指
定
的
役
低
絞
め
ル

l
ん
を
円
詰
め
て
い

て
い
ま
す
e

こ
の
た
め
、
放
っ
て
が
必
婆
で
す
内
ま
た
、
あ
ら
か
じ
ま
す
の

お
く
と
、
い
ろ
い
ろ
な
綿
途
や
形
的
、
総
て
る
こ
と
の
で
き
る
泌
物
岡
地
進
地
滅
的
強
制
相
は
、
品
志
向
田
で

態
的
怨
物
が
、
無
秩
序
に
泌
布
し
の

m途
や
、
敷
地
と
他
物
と
の
大
八
利
ぬ
あ
っ
、
住
潟
早
川
、
隣
接
系
、

ま
す
。
そ
の
結
果
、
搬
出
口
、
議
弘
、
き
さ
の
関
係
、
他
物
的
潟
苦
肉
線
ヱ
業
系
に
大
別
荘
札
ま
す
。
患
な

日
恨
の
綴
お
な
ど
に
よ
リ
、
生
前
皮
な
ど
を
決
め
て
お
く
ニ
と
も
必
概
裂
は
止
め
と
お
り
で
す
が
、
地

烈
境
が
感
化
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
擦
で
す
。
域
別
的
磁
物
の
用
途
制
削
除
は
、
府
誕

生
縫
・
交
通
な
ど
の
都
市
活
動
に
こ
の
よ
う
に
潤
途
地
域
は
、
そ
ー
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

支
隊
が
山
山
て
き
ま
す
@
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と
に
、
望
ま
し

こ
の
よ
う
な
小
路
が
総
こ
ら
な
い
土
地
利
用
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

品
綴
晶
鰯
食
品
繍
晶
鋪
念
品
鶴
食
品
緒
品
鎗
念
品
溜
象
品
塑
念
品
鶴
轟
雛
轟
揚
轟
趨
轟
鰯
品
鱗
品
飽
食
品
瀦
晶
鰭
轟
観
轟
鎗

叫
す
た
め
の
地
域
で
す
。

一
ソ
川
ニ
的
地
域
内
中
で
は
、
地
内
総

い

J

い
い
日
域
で
は
総
て
ら
れ
な
い
よ
う
な
ヱ

謬
場
も
絵
て
ら
れ
ま
す
。
そ
の
件
、

警
川
菜
、
印
刷
舗
な
ど
も
総
て
ら
れ
ま

一
斗
す
が
、
学
校
、
病
院
な
ど
は
鐙
て

明

お

ら

れ

ま

せ

ん

φ

」
札

Yψ

工
業
専
用
問
地
域

向
}
加
柏
村
に
、
」
業
内
一
刊
伎
を
陥
叫
す
た

」

ぺ

め

の

地

域

で

で

u
h

ヘ
ボ
こ
の
地
域
内
中
で
は
、
よ
湯
川
U

2
d
叫
ど
ん
な
も
の
で
も
怨
て
ら
れ
ま
す

コ
恥
が
、
工
業
丹
羽
使
を
そ
こ
な
う
お

W

そ
れ
の
あ
る
投
物
、
ヴ
校
や
病
仲
間

は
も
ち
ろ
ん
の
ニ
と
‘
住
官
、
物

品
版
↑
ん
の
た
め
の
印
刷
銭
、
娯
楽
総

設
な
ど
は
後
て
ら
れ
ま
せ
ん
。

L
P
 神

柏
崎
す
る
た
め
の
地
域
で
す
。
ニ
内

線
械
は
、
小
脱
税
な
工
場
や
娯
ぷ

一

凶

立

一

近

隣

簿

業

抽

地

域

地
肌
刷
、
旅
鍛
な
ど
は
妨
て
ら
れ
ま

第
一
一
獲
仲
間
活
臨
時
間
用
地
域
す
。
介
、
↓

4
2

賂
辺
町
住
民
に
対
し
て
、
目
的

た
だ
し
」
地
や
キ
キ
バ
レ

i

u
聞
を
供
給
す
る
山
間
演
な
ど
の
相
鎚

侭
射
伎
沼
地
と
し
て
、
良
約
九
世
な
ど
佐
殿
帥
怖
を
そ
ニ
な
う
柏
崎
物
は
を
燃
す
た
め
の
地
械
で
寸
。
一
絞

殺
境
を
山
附
議
す
る
た
め
の
地
出
品
で
、
被
て
ら
れ
ま
ぜ
ん
。
町
工
場
や
キ
ャ
バ
レ
ー
な
ど
は
独

特叫物

2
5、
原
則
削
と
し
て
ト
鍋
鶴
錦
繍
勝
機
瀦
欝
鱗
綴
勝
て
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
脳
錦
、
事
務

メ

i
i
ル
以
F
で

な

け

れ

ば

悠

て

鍾

麟

韓

議

欝

舗

酔

所

な

ど

の

ほ

か

に

、

小

選

主

ら
れ
ま
せ
ん

F

捕
織
織
鰭
灘
錦
織
線
機
騒
鑓
渉
場
も
起
て
ら
れ
ま
す
a

こ
の
地
域
的
中
こ
ま
、
工
H
M

仰や

襲

撃

な

ど

は

引

句

れ

仁

準

工

業

一

地

域

聾

築

地

域

J

ん
が
‘
日
常
晴
ぃ
治
に
必
祭
む
小
説

K
と
し
て
、
工
業
的
中
で
も
、
銀
れ
、
J
V
J替
附
、
ヂ
ハ

i
ト、

川
知
で
依
鳴
を
併
問
制
し
た
印
刷
鋭
意
ど
環
境
態
化
的
お
そ
れ
の
な
い
よ
う
専
門
前
、
映
尚
館
、
飲
食
的
な
ど
す
ゅ

は
総
て
ら
れ
ま
す
z

な
に
栄
町
列
品
院
を
揃
叫
す
た
め
の
地
各
続
的
融
業
地
孜
、
業
務
泌
設
が

域

で

寸

白

地

ま

る

地

域

?

、

。

将

業

業

務

の

判

第
一
一
種
伎
開
崩
専
用
地
域

用
途
地
域
等
が
変
援
に

な
り
筋
肉
廿
怒
物
が
不
適

建物の用途

住宅、共同住宅、寄癒望書、下宿

兼濁住宅のうち活鏡、著書務所なξの部分tf一定規緩以下のもの

総I1LJ 上書記以外の章者用住宅
たで({
だら、!' 幼稚豊富、小学校、中学様、議等学授
し才L)j 

ふさイ 翻務館、薄物鐙

犠と 1
J，tにノレ 事事社、守焼、教会、議老鏡、吉毛児所、公衆浴場、診療所
恥なの
ilミ 1) 処 巡濠派出話号、公衆費童話再号、一定規模以下の郵便局
にま物
さて芸 大学、軍事等草専門学筏、各種学校、病焼
φ に

物館販売業を苦言む活童謡(白書聖J6を稜む〉、欽君主主宰

上記以外のJ6告書、著書務所

ホテル、モーテル、旅館

~-I)ング若君、スケート壊、水主主主翼

まあじゃん屋、 iまちんこ重量、磁的場

劇場、盟主麗舘、演主主主器、観撃事著書

待合、料ま霊感、パ一、キャバレー、ダンスホール、儒祭{甘浴場議1こ{係る公衆浴場

営業淘重量産量、床窃穣の合苦十万50m'をこえる叢j欝〈一主主演模以下の信長露肇療などを除く〉

8動牽教室曹再号、床産主害警の合計が15m涯をこえる審議

パン重量、米重量、主主露媛、築予擦などの重量1iil製造主主主墨で一貫主続線以下のもの

作業主語の床話者霞¢合計ガ50m'以下のごと場で危険性や軍需擦を悪化させるおそれが機めて少ないもの

作業著書の床顕著菱の合計ガ150m'以下の工場で危険性や議室電後慈{むさせるおそれが少ないもの

作業著書の床窃署警の合計ガ150m'をこえるこE主題又1"'1危険性や識語需を悪化させるおそれがやや多いもの

危倹性が大きいか又は著しく至理綴を悪化させるおそれがある工場

火書室類、石海類、ガスなどのtifE控室物の貯童書、処霊童の緩tf非常に少なし1施設

火薬類、石油類、ガスなどの危険物の貯蔵、処理の懇ガ少ない挺重量

火薬類、石溜類、ガスなどの危険物の貯鶴、処理の霊警か、やや多い施設

火薬類、石油類、ガスなどの危検物の貯車耳、処理の霊警が多い筋設

知発市場、と畜書語、火葬場、汚物処理場、ごみ焼却場

l綬〉

Z5 

限〉

2 
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、
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て
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築
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築
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を
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滋
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襲
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れ
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械
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す
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台
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べ
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円
以
判
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た
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防
火
地
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散
防
火
地

に
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市
し
て
い
ま
す
匂
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さ
れ
地
に
山
崎
築
物
が
ま
た
が
る
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場
A
W
も、

た
地
域
に
州
地
物
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総
て
る
肌
憎
ん
H

は
、
版
則
と
し
て
そ
の
雄
物
全
部
に
つ

締
込
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
い
て
、
防
虫
池
誠

ι漉
し
た
械
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こ
従
く
だ
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い
。
と
し
な
け
れ
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な
り
ま
せ
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地
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織
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綴
指
摘
定
地
域
に
法

た
が
る
建
築
物
の
扱
い

望書定区域

3階以上又はJ)J;ぺ窃
豊富積率 400%以上の 樹火建築物
問問 綴100m'をこえる建物

防火地域;己醐

1f萄業主主域
;，丘隣窃畿地域〈一部) j二記以外の建物

200 200 200 200 150 
200 

100 80 

第2幸重住居毒事F自主滋媛
C:Jt鎚j斜線制限・道路斜線静

童書号車璽鐙主雪毒専用地域
〈ゴむ側斜線淘lls授・滋E昌幸ヰ線斜線〉60 60 

2，5務!こ31mを

60 80 80 60 

産主E車道路の反対{鄭からの水平距離の1.25倍

隣地草署界線までの水平

距離の1，25倍に20mを

加えたもの

60 60 50 建ぺい韓基(%)

工業・工銭毒事局地域
〈鱗地苦戦皇制駿・道路斜線網j

後鐙地域
〈母語地斜線罪事綬.j麓怨斜線剤j控室〉

Om 

隣地尊重界線まで

の水平箆畿の、

1.251倍lこ10mを
加えた銭関

!'1l.致・特別主主区8m
m致その他の主主IZ:15m

m.歪主・
嵐至宝・

高さの詩型j限 霊童書富限度10m

713 
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建物を建てる場合!こ、お互いに守るべき賞受低限の

jレーんを決めだものガ、潤途主主主翼の要事F自雪十E詣です。

建物を新築、滋築、改築家疋i法務総などをすると

きは工蓉を始める街!こ次の手続ぎをしてく定告し¥0

4手係会告手~~岳会令官手会令官手俗俗~~手保守俗守

発事業指君事裏書理!こ慈づく協議

罪事務長の間態重要 消防長のi弓嬢不要

設鐙援を窓援笠箆援ふ建築士の設費十しだ:1':

雪遊毒事尽住宅200訂以

喜下等〈防火・2襲妨火宣2

3域内は徐く〉。

建築議認事務手続手燦

"" 

計
一
間
制
肺
訴
一
翻
係
(
市
内
総
m
間一一八

.
開
聞
こ
九
)

県案の内容と公軍事

会の8寝室はついて

お知らせします

F百の裳をもとに県

の答えヱヲを君主めだ

案が作成されます

総量章、説羽会で泌

されだ重量奥書害等を

審議し、 F告案とし

て確定します

別表の日程により

関縫いEきします

だれでも案の内容

を童書豊富し、期間内

!こ重量貝毒撃を議出で

き意写

F首紫案を童話議し室長

す

決定告示され主主こ

とをお知らせしま

す

一

部

力

皆

効
り

て
ょ

っ

す

に

よ

由

首

相
刊
す
巳
じ

公

ま

示

生

県

し

告

が

重霊晃喜撃の喜豊富を踏

まえて奥富罷の聖書華震

を行います

都市計閣法!こ基づ

いて2趨闘行い、

この異話題中i己責霊箆

畿を提出できます

あらかじめ選定さ

れだ公述人の公述

が行われます

日
影
税
制
は
、
住
環
相
備
の
保
全
と
土
地
の
効
率
的
科
的

を
別
問
る
た
め
、
苧
定
現
段
(
…
仙
寺
}
以
上
の
泌
物
に
つ
い

て
、
そ
の
銭
物
に
よ
っ
て
生
ず
る
一
定
以
k
の
日
制
砕
を
、

敏
治
の
周
測
に
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
制
限
す
る
U
的
で
定
め

た
も
の
で
す
。

2.5鰐筒

39寺鰐

4跨鶴

59寺鶴

4 m  

間」二

7 4 

揖平均地餓留とは当態覇軍物庁総量型の地盤簡と接する依題の平均議告をいい苦す。

主総8影時間lま各ee8の箆太陽草寺〈日本擦準持ではなくことの地域!こ太限ガ潔階!と哲怒持者工正午としてほかる時刻、玄辞書までは標準鰐
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